
(21-1] 一：7τヌ リカの居室長本寸穆干雲母から

( 1 ）皐魁対応策

しかしながら．現状では階府IUIに農業技術

水織の差はなく．早魁時には同様の被害を受

けている。この地域で皐魁はことさら特異な

現象でなく， 20世紀に入ってから19回を記録

している。規模に差があれ地域に違いがあれ

はぽ4年に 1J.立の吉lJで鈍ってくる早魁に備え

て．良家は当然自衛策を訴じることとなる。

附械の一つは逗蛮希である。虫害・

乱事で目減りする良l宝物Wl苗に比べ生長を

待って高価で服売できる家畜保有は有利な方

法といえよう。家畜なかでも牛は. Jji_に早魁

時め食f!i(R/4入の資本としてだけでなく伝統的

な誌の象徴という意味からも．可能な限リ保

有頭数増大が志向される。この対策の問題点

は．経営規恨の小さい下回l良家を中心にすで

にj＠）肱牧の状態にあることから，皐魁対策が

i色にi也肱牧→欣牧j也nu也化→乾燥化→平魁と
いう述お1をひきおこしていることである。ま

た．皐魁時には家百l'irfi:t拾が買手市場となって

佃i絡が暴落し．高騰する食杭間入のためさら

に家市を売却することを余儀なくされ，それ

が家夜間佑をますます押下げることになると

いう悪循環もIll）凶であろう。

いま一つめ早魁対策Ii.~五亙訟である。
jjijj1：の虫II( ＇股家世 ・Jlrの3/4が非政業部門

に巻き込まれている。農村部における仕立屋・

大工・かじ屋等の職人．教Cili.公務員．小商

店経営，都市部への出様吉である。収入源を

多緑化して早魁に-f』uえているわけであるが．
純人 ・小商店fj:早魁時には顧客である近隣農

家のP./~!l 力低下の彬郡を被る。これに対して．

公務只・教師あるいは都市部出騒ぎはより安

定的な収入を保証し．このような有利な就業
，，ーーー－、

福井 捷朗

機会を求めt!£EJ.bめf高まった。しかしなが
ら．近年の商学歴失業の増加は，農産物・家

畜を売って貨用を捻出されてきた教育の投資

効果が薄れつつあることを意味する。さらに．

非）足業部門に閲して触れておきたいのは．良

家冨IJ業として営まれる薪炭製造・販売につい

てである。早魁時に平年以上に従事される薪

炭製造・販売は．自家燃料用の薪炭製造でた

だでさえ潤渇しつつある森林資源を乱開発す

ることであり．長期的には生態系を破壊して

農業条件悪化の一因となろう。

以上の2つめ皐組対策に比べ実地されてい

る度合の低い対策川る。まず.(!t亘動で
あるソルガム，ミレット．キャッサパ栽培は．

p居好はさておいても流通・価格面で白メイズ

が優位にあるため．廃れてきた。また．自メ

イズの耐早・早生極力トゥマニは．毎年乱高

下する降雨条件下で在来極より常に高収置で

ある保証もなく．農民が桂子E詩人の出資を好

まないこと， J番陸WIに種子が出回っていない

等の不備もあって．あまり普及していない。

次に．¢重治』ついては．倉庫に一年分を

貯践するのが限度である。民産物で備蓄する

よりも．家畜での r備帯」あるいは教育への

「投資J が実践されている。次に．人口持部

地返~－て経営面紋拡大を図る試み
は．必ずしも経営状態の改善をもたらさない。

農村間移住は通常劣等地への移住を意味する

からであり．この慌の移動はまだしも好条件

の肱牧地域を:{if.われることになる牧畜民と早

魅H寺に共倒れを起こしかねなL、。、最後に．天

水位制・4露支入の転換は．十分な水源
を確保しにくいことと資金不足から. ；琵i低計

（以下，41頁につづく）



j1hj地域以外て’はまったくといっていいはど比

らILなL、。

4 おわりに

小位時j血M.・c・ r .t '::; fit;な：un条f'I：下て・かろう
じてn~.~.~1:i11；を·）：（·んでいる。 IH＼：カ，JJU1:l主 Ill

している：i：たる 11L魁土－l 抗の家·，l'if1Hi と JPJ:i~

1:u・；は. ii~ らの f'1：ヰ~ ~l=./11；仁川寸－J., ,f；先よムン

センティヴの/1(• ~とを沢わしていよう。

ケニアのftI:,¥ 1,;1 NIにとって！I七乾燥j也J＆が今

後!f（！~な1・i 忽j也J！主になっていくことは u:1；主い

なL、。このJl!!.J！長でのr1r：，~1,;1陀とは．いかに’，L

也の llf,1：：を l止~江ムiムiとめ. fi:11.:の！I~込lニ

J.Jずる危iHをJf{l~.L止ふよ.i.l三十人か》いう•.＼

から舶のらHムぶムヱ＼b!;_ム
それにしても. 札、まt..:-1-ぅ子｛こIJW；カqe11itさ

れていないのでは.IHI光；1・11hiの〉工従L114世Itて， 

ある．ま－1εLつて．ケニア公fl；にIY.Jする統一

(1切なJ,l:;iV；に：it：った口業統計の日Wiと. !Iと乾燥
j也j‘主J；店トlのゾif.広’ii.',

池野 句 『ケニア農業の現状と食糧増産j。

『国際農林業協力』 26巻2号、 pp.10-14. 

1984年。

D Dでも家畜保有が非常時対策のひとつであ

る可能性があるのか。この調査（6ヶ所

275世帯）の平均家苔頭数は、牛 8.1，山羊、

羊 12.1である。牛耕する。 l戸当たり10.5 

haの経営面積のうち 5.9haが放牧地。

良外収入とそのための教育投資は、 DDとま

ったく同じと思われる。 l戸当たり生産成員
のうち農業専従者数は 2.6，非農業専従者数

は 1.4 名。

食糧備蓄が1年分しかない理由は不明。主穀
は、トウモロコシと豆類。

との理由でよくないとされている。笑際に、どれほど盛んなのかは不明。

全体として、 DDより農外収入に依存する程度が大きく、皐魁抵抗性がより大きかった

自給民業が衰退していると思われる。 DDも、将来、このような方向に向かうのであろ

うか。

(2）良外所得の環流

6.浪民階層分化と農外所得

lit近アフリカの小政に｜則する研究め 'I• て二

小山が-lit1:;を行って得た股外所1!J:が．股業生
,mの拡大l二大与な役i1ill安県I--rぃλ、弁均三し
ばしばmi掬されるようになった。
これは次のようなメカニズムがはたらいて

いるために起る現象である。 J:!Hl：を専業とし

ている小践には．主主g~t産物の~！：.NI朽·fllli怖が

J l二位(l'.Jf!~＜公定で必さえられていることなど

のため．資本蔀lilの余地がほとんどないが．

小伎のJ足外所得．ことに給与－所1!f.名・のような

trr-!岡高JJJ・:i;'IHJIこさ二L包！也郎防J以投
'rtを可能にするほほo(I；ーの自己資金i原とな

2., さらに霊裂な袈囚として．このようなJfil._

定給与を得ているという状町長そのものが．投

資のリスクに対する続出（1:Jf月~~iE として．－ また

融資を受ける際の弘ill}左して出(i包しているた

め. J.時業生産拡大のための似極的な役i1／リをiii(

じているというものである。

昨かにli:ki!i:おこなわれたサハラ以itJアフリ

カの山家経i百五1/4:ff.では．このようなJJ~f~I］が目
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立ってJ甘えていることを示している。タンザ

ニアのブコパ地械の制査を1970年代初めに

行ったデンマークの開発研究所の調設チーム

は．独立以後公務Rを主とするサラリーマン
が急＿j主にj曽え．彼らは出身村落との官、接な主I:

会的経済的関係を保ち続けているので，給与－

f~d呼が矩JU］的には雌村に還流してきているこ

とを指摘した刊。彼らの所得l]( i＼~に it, じて相

当な相の資金が出家家臣の改j＼守や止，~,m投入
Ill. 1:i，世nなと’のI!店入のために使われた。こ
うしてサラリーマンとして成功させるため税

肢の者に多初め教育投資をした出家は，後に

彼のIIη与を受けることによりil','Iうというメカ

ニズムが成立しているのである。民法j刑！｝が

・Hi・慌の，mm所得に比べではるかに低水準であ
るので．このような附与でもそれを受けた省

は．他の出家よ りも経済的なi則立に立つこと

ができるのである．

またケニアにおけるキクユ地域のご＜ J位jfr

の測班でも．サラリーマン（ホワイトカラ一

体給服）としてのすIt業者を持つ出家が土地そ
の他の生産手段め所有で悦位にあり. 1；ミ，1n物
版記官（iにおいても上位に｛立抗することが峨か

められている。このi問先でサラリーマンとさ

れているのは，教r.rli.事務n.会計rr.m1g員
会議Rなどで. ~！／j制の！日定給料を取得しなが

ら 1：~i住も行っている i；昨！日である 221. 彼らはj；品

業労働にJi，！川労l効者を多〈使い．また融資を
受ける険金にも忠まれているので．出業生能

性を7."!iめることができるのである。

吉田 昌夫。 『アフリカにおける小農民農業

の特質j。『国際農林業協力』 26巻2号、
pp. 33-41. 1984年。

D Dでどれほど環流してきているのかが分か

るか。

農外収入の大きさと農業経営の規模とが相関

関係にあったとしても、それだけでは因果関
係は分からない。農業経営に余裕があるから、

教育投資が可能となり、それが農外所得の増

大になっているのか、あるいはその逆なのか。

このように現状では山村山身あるいは山村

花｛:i:のサラリーマン！日が急.？liにj廿え. l皮らが
l品業投資の形で資金を迎流させていることに

より. J足外所得を起動力とする階的分化が小

伐のm1に起りつつある。 i店らのf_t;する民家が
上！日出家を形成しつつあるとすれば. n己的
脱j血保有而wが家版R数lこ比して小さく .m1 
1/1の余地も結われ，子仰の教育代を支Illする

余裕もなく将来防相のJ~外所得を｛！｝るような

版業につく可能性も少ない，季節的稲川に頼

るIi荷！向が下府出家を形成してきているといっ

てよいであろう。この｜；皆IMから土地を光る者
もIllてこよう。
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(3）土地所有制度とその変遷

l.~ らの分析によってlリl らか

iアフリ カの伝M:(1:Jな：1:Jl!!.HllJ

；には. 1，；〔!tf1:Jttnamの｛庇説にみられるような

:J也の:JH，らないし．近代的所イrmにみられ
’ような土地jiJr:{fのIrr（念もなしその代リに．

t (1，に｛・1ーさil たすべての土地は，そのtHJ1Hと

、う労1仰に｛・）＇加する椛干 ljとして．これをれこ

7ったfl,¥I人または家長め山手fにまかされ．そ

) :l:J也のN！川方法は彼らがJji.J1！で決定し.ii.:. 

；物 i.Jinl''/.1：のM1'＞物など一定の花・併にIJllし

：えすれば‘あとはなのままに処分できる．

L、う；iた悠が見Illされたことであっえ斗そし

. /I~ ら はこのような｜信手IJ を．ある日；！ヲ1に析す

，ものとしてif;.認さilる限り｛日持しているの

7ム弘h
ょのような；l：地f~M,ili別立ーは． 祁段1;wのffn.fiJ

・,,fUi・Hi’:i( jfi -:'/:/J'.Jとも11-f.(;t'Jtる） lifr/1・1 f・1；系か
けi'tリぶっている。このλ止をJlj¥附するために

i, f¥l. グラ ックマンがザンビアのロジ

( Lozi ） 岐について迎川した主l.~泊辺正丘凶と
寸 fl!,{Q：がl'IJりやすいへロジのJJ!;fr._:1:－十：I
と→家長（不快H）とfi:tにつながる政治的ljl

J：がん＇J• • U也分！j-にIY.JしてI;t. まず：I:より

9) ',! llt{「ザンビアにJ；ける＇m,MiUtJと.I:Jl!!r;:
(1 I rアジアHii'iJ1910:i: 2 JJり・

日.j立の下｛，i:t:}ylit，にある村長へ分配さtしさら

に村1三はその下位｜；昨仰にある京l毛へこれ舎分

配し．次に家f~はその級制のーnへ分配
するという肘， il1Ji,,(1(Jなu州l制 l則｛fa'J< 11; 
'Ht：ゥているのでーある。またj並lこ；!:JI!!を，！iイf
し干11111 していた当 ！／~

て.HI杭人Lな〈米.ff／川のまま；l.:J也が脱出さ

れた場合． その：！二地はー附l:f..I二似のー打へ， す

なわち京i毛から付i毛へ．村民から：l：へとi!i1-.,; 
していくのでんる。以上のようなl仰を判定

η；f:J也，.：.nする！Mf1Jのifliでみた11!;fr. :!:, H 

1-f' 'J,:: lと．家政ilそれぞILO') jおfll11' 1H Ii・1(1（＿）に
作伐・J・るというIf列島をとる．

以．｜：に凡たような土地保；（jのmMtl：を男It併

するutは.1おじめ：l:J也lこ｜則するj作mt;li'i3l< Ht 

:rH先の~日miな f.f止 ，V：を』~111（することにあると考

えらiL る。 B. ブロック 111れ起の（t~M;/1!) :f:J也｛九~

有/lilj／支は. -~ l):f：地配分すbHM-11,(2!J辻主主i主
旧三盟！Iν（3Uニj也を処分する/tf;.f:IJ,(,I)土地
をHiMさせるHt.干IJ，の4HtUiのlh：干ljにi!IJして

分析することができる．とのヰ｛誌な悦＊；ミをお

こなっている川．

しかし一般に・サハラ以Hiアフリカのこのよ

うな伝t,/l(1!Jな共川休による：l:J也保有の；l/1111：は

大急＜ ii,i れつつんる。その変＇ffのit:¥f'，＼は．－

t:Iにいうと「n占rり11(じめ逃悦J としてとらえる

ことができる。！＇（ 1¥H.1iiiのUi査によるiffi,H&.
NtのJ広大の＊，＇／ 月t:l:J也が抗出IM・へ》軒fl',kt.: 
こと.VIJ山定li化に＇＂＇う一定地 j；・への民約fドj

家版労l効の投下とその京肢の：l:J也処分lltiの•]11

~・：lニj也の lと辺単却叫i泊以・1-'!15ヒL こ
れらのflI fe作川による：l:J也iUMIMのィ＇＼＇；E'j化と
ii'! r＂.~などが，出ったのである。

吉田 昌夫。 「アフリカにおける小農民農業

の特質J。 『国際民林業協力』 26巻2号、
pp. 33-41. 1984年。

D Dでも原則的には同線と思われる。ただし、

f土地所有階梯j といったはっきりした概念

規定ができるかどうか。

水出、屋敷地相続のぞJi例の解析から、土地所
有の制度とその変遷を笑証的に示すことがで

きるか。



( 4）村外収入の使途の変遷

(ll転倒した都市一般村関係

自11iiiにむける生iti1;p;1のfιf}I町内状況につい

ては．先j£した。それでは．出十Iの生i.'iはど
うであろうか。ケニ7011;1・浪人刊のほとんど

は． n 京rn·，~ 11•心の’イ対Ill なノj、加悦ti業に従事

しているが， 1:i十・tm；においてはJ.!i:-i~ ，1i，に niお

~,,.,m uよa111が{t'(1：立していると L、わiLてきた。 fflJ
えIJ，ケニアのJ1rM1(1也：i：花をおl( JJt'J'ljする

＇） ーズなども．位十！のjjij資本：i：花｛ド,J~l:.i>Hに ），与

づく t'l,l'~; fl~ ilHIがfti,'i!iの資本:i=_JgtlJ(Iこ必吹・な
ヅ）.刷）J fJI~ねの安全弁の役；＇；lj を民たすことに

よって資本主義システムの1'kl=.8tに従－り・して

いると：iJI~する（⑮）。しかし..Htニ i；~ill;f （，止と

かt.cえるといった状況は．徐々に消滅しつ空
ある。 1；店Hのl'I＊＇台 11~ilill fl ( iょがJi,jJ史するj也Ji主が
:I¥ JJLしているのでんる。ケロンコ’ト！のあるit.i

マラゴりもそんなj也肢の一つである。

ケロンコ下Iは，全戸がノj、l良．それも一戸当
りの桃地而附が 1ha未満の零細股家が大

半を山める（＠）。しかも．村を歩いてみると．

労働力不足のため桃作せずに放ってある知IIJ也

が目立つ。 !,JJ 子平等H昨I~のため剣II分化に制分

1じを瓜ねたi1111血にJJIIえて，店主主主’のための労

山β込辻とiiR並li!,_J~.幻民家肢の Iii 家

il'I ＇！町分の収砲すら保証しない。

松田 索二。 fアフリカの農村と都市j。

『国際農林業協力』 26巻2号、 pp.?L-77. 

1984年。

D Dの場合と、同じ面と異なる面とがあるよ

うである。労働力不足のため農業生産が衰退

する所までは行っていない。しかし、将来は

どうか。

農外所得への過度の依存ががならい性となる

と、景気の恋化と早魁に会えば、飢僅が結果

すると言うことか。東北タイでも、将来は飢

僅が起こるのか。

19201ド代の/11綜ぎ初JUIには．マチで掠いだ

金は人iilWl.家屋悦の支払いにむけられた。

4Qif：.代に入ると．対IIを民い足したり.！－コ二主ι

ウシをP.／~入するのに｛史われたに！!J.Lll盆』ょの

金は．ほPんどが子供めたt.2.fl.坐立与主ヱム

色エ呈主L そして今．村で1.J三きのびるための
主食時入門が.fj：送り金の大きな使途として

It場している。自給しながらマチの矛盾を吸
収するどころか．世Jムマチに100%依存して
存泊：lAているのであλ。
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